
境
も
改
善
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
宿
駅
南
口
前
の
タ

ク
シ
ー
乗
降
場
所
が
、
バ
ス
タ

新
宿
内
に
移
転
し
、
国
道
20
号

の
新
宿
４
丁
目
交
差
点
か
ら
西

新
宿
１
丁
目
間
は
、
タ
ク
シ
ー

の
乗
降
が
出
来
な
く
な
り
、
終

日
停
車
禁
止
エ
リ
ア
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
道
20
号
の
混

雑
緩
和
や
接
触
事
故
等
の
減
少

が
期
待
さ
れ
る
。

者
は
１
１
８

社
が
乗
り
入

れ
る
こ
と
と

な
る
。

タ
ー
ミ
ナ

ル

施

設

内

は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
及
び

エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
整
備

さ
れ
、
大
き

な
荷
物
を
持

っ
た
利
用
者

の
移
動
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
。
待
合
所
や
ト

イ
レ
な
ど
も
整
備
さ
れ
乗
降
環

降
場
を
集
約
し
、
１
日
１
６
２

５
便
が
発
着
す
る
国
内
最
大
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
。
ま

た
、
３
階
と
と
４
階
の
停
車
場

数
は
合
計
15
ヵ
所
、
運
行
事
業

４
月
４
日(

月)

、
Ｊ
Ｒ
新
宿

駅
南
口
に
バ
ス
タ
新
宿
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

こ
れ
ま
で
新
宿
駅
西
口
周
辺

に
分
散
し
て
い
た
高
速
バ
ス
乗

と
が
で
き
る
。

配
分
方
針
と
し
て
は
、
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
加

速
」
、
「
国
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
」
、
「
豊
か
で
利
便
性

の
高
い
地
域
社
会
の
実
現
」
及

び
「
日
本
経
済
の
再
生
」
の
４

分
野
に
重
点
化
す
る
と
と
も

に
、
計
画
的
に
道
路
整
備
が
進

め
ら
れ
る
よ
う
配
分
を
行
う
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ス
ト
の
徹
底
し
た

縮
減
や
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
や
官
民

連
携
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ
た

予
算
の
効
率
的
・
効
果
的
な
執

行
に
努
め
る
と
し
て
い
る
。

《
２
面
に
続
く
》

予
算
の
配
分
額
は
、
事
業
費

１
兆
５
，
３
０
８
億
円
。
配
分

内
訳
は
、
直
轄
事
業
１
兆
４
，

２
２
３
億
円
、
補
助
事
業
１
，

０
８
５
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
（
国
費
８
，
９
８

３
億
円
）
、
防
災
・
安
全
交
付

金
（
国
費
１
１
，
０
０
２
億

円
）
が
あ
り
、
地
方
の
要
望
に

応
じ
て
道
路
整
備
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
事
業
と

し
て
国
費
２
，
３
７
６
億
円
が

あ
る
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
事
業

と
し
て
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
（
国
費
１
，
０
５
４
億

円
）
が
あ
り
、
地
方
の
要
望
に

応
じ
て
道
路
整
備
に
充
て
る
こ

国
土
交
通
省
道
路
局
は
、
３
月
29
日
の
平
成
28
年
度
予
算
の

成
立
を
受
け
て
、
道
路
関
係
予
算
配
分
概
要
を
発
表
し
た
。
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